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【緒言】

水素は，環境負荷を与えないクリーンな次世

代エネルギーであり，太陽エネルギーを化学エ

ネルギーとして変換・貯蔵でき，電気を生み出

す燃料電池で利用できる．水素の安定供給のた

めに数多くの光触媒開発研究が継続されている

が，エネルギー変換効率は実用レベルには程遠

く，未だ基礎的研究段階にあるのが現状である．

我々は簡便な方法で調製したストラティファ

イド ZnO/ZnS 微粒子を用いて，約 350 nm 以下

の紫外線領域の太陽光で H2S アルカリ水溶液を

光分解して，高効率で水素生成を可能にした．

この光触媒を用いた H2S アルカリ水溶液の光分

解に関する様々な実験結果から，既に報告され

ている反応機構では説明できないことが明白に

なった．そこでこの光化学反応の最適化を行う

上で，反応機構の解明は極めて重要である．今

回我々は，H2S アルカリ水溶液の光分解反応に

よる水素生成機構を理論的に解明を行なった．

【結果】

ストラティファイド光触媒を用いた H2S アル

カリ水溶液の光分解による水素生成について，

溶液反応と仮定して詳細な反応機構が解明でき

た．その結果，(1)水素生成機構は２つの異なる

反応機構から構成され， (2)第１反応サイクル機

構の素反応は全てラジカル反応であり，第２反

応サイクル機構の素反応はラジカル反応と

S2O3(2-)生成反応であった．そして， (3)この光

化学反応は HS(-)と OH(-)の最大濃度の存在と強

い相互関係がある． (4)ストラティファイド光触

媒を含むH2Sアルカリ水溶液の光化学反応では，

HS(-)より酸化側の光触媒に対し電子を供給し，

還元側の光触媒から HS(-)に電子を受け渡す．光

触媒の劣化の原因は，酸化側と還元側の電子供

給バランスが崩れるため，不足した電子を光触

媒自身が電子を補って HS(-)と反応することに起

因している．水素生成機構に関する詳細は，当

日報告する．
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Scheme 1 各反応機構の全体反応


